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令和７年度 全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実を！  

−「調査結果資料」の効果的な活用を通して− 
今年度実施された「全国学力・学習状況調査結果」において、県西管内で特に成果が見られた点は以下の
とおりです。 
国語では、小学校大問２三の「自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する（書くこと）」、算数・数学で
は、中学校大問１の「素数の意味理解（知識・技能）」が全国の正答率を大幅に上回りました。これは、基礎力
アップチャレンジ問題に繰り返し取り組んだり、要約・記述問題の添削を丁寧に行ったりした成果です。 引き
続き、朝自習や授業等で取り組む時間を設定し、効果的に実践してください。また、理科では小学校大問３（４）
「レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に新たな問題を見いだす（思考・判断・表現）」
で全国を上回る高い正答率でした。これは、観察、実験で得られた結果から考察し、新たな問題を見いだす
『探究的な学び』を日頃から意識して実践してくださった結果です。「子ども」を主語とした学びへの転換が推
進されていることが伺えます。 
国立教育政策研究所より、各種調査結果資料がウェブサイトに公開されました。特に、８月20日に掲載さ
れた「学習指導の改善・充実に向けた説明会」資料を活用し、ぜひ、全職員で研修の視点について共通理解
を図り、授業の具現化に向けた積極的な取組をお願いいたします。 

国語、算数・数学、理科において、「指導改善」の視点を踏まえた「授業アイディア例」が掲載 

されています。本資料を参考にしながら、課題が見られた領域の補充指導に役立ててください。 
                             （国研資料については、こちらのQRコードから）→ 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 自校の児童生徒は、どこで、どのようにつまずいているのか？     （「解答類型」を活用した分析）  
□ これまでの指導における課題は、どのような点にあるのか？  （自身の指導及び授業づくりの分析） 
□ 児童生徒の教育指導の充実や学習状況の改善のためには、何をするとよいのか？ 

（「質問紙調査」を活用した分析） 
□ 今後、どのような点に重点を置いて授業改善・充実を図っていくとよいのか？ 

（自校の「学力向上プラン」の見直し、国研の「授業アイディア例」等の活用） 

研修の視点 
 

県西管内の各教科の分析結果につきましては、下記のQRコードから読み取ってください。ぜひ、校内研修 

等で活用し、授業の改善・充実に役立ててください。※教育情報NWのアカウントでログインしてください。     

【国語】                    【算数・数学】                    【理科】             

  

 

 



 

 

 

 


